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米軍岩国基地への垂直離着陸機ＭＶ２２オスプレイの一時配備に反対する意見書について 

米軍岩国基地への垂直離着陸機ＭＶ２２オスプレイの一時配備に反対する意見書を次のとおり提出す

る。 

記 

垂直離着陸機ＭＶ２２オスプレイの沖縄普天間基地配備にあたり、運用に関する環境審査報告書が米

軍より公表されました。それによると米軍の想定する訓練ルートには、愛媛県上空を含むものがあるこ

とが明らかになりました。 

米軍が普天間基地に先駆けて岩国基地に配備しようとしているオスプレイは、４月にアフリカ北部の

モロッコで墜落したのに続き、６月にもアメリカのフロリダで訓練中に墜落し、構造的欠陥が指摘され

ています。 

米軍の発表によると岩国に月２日～２週間程度の分遣隊派遣や全国６つのルートで低空飛行も行うこ

とになっています。本件には、西条―北条・鹿島を含むオレンジルートがあり、墜落の可能性が危惧さ

れ大変危険です。 

本市でも、軍用機の飛来がしばしば目撃され、３月には米軍ヘリコプター４機が「燃料不足」を理由

に松山空港に緊急着陸するなどの事態も起きており、市民の事故への危機感と生活被害への懸念が強ま

っています。 

よって、岩国基地への垂直離着陸機ＭＶ２２オスプレイの配備および米軍による低空飛行訓練を中止

すること、また日本で唯一返還されていない松山空港上空の進入管制空域を返還するよう米国に対し強

く求めるよう要請します。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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